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日 時 2024 年 9 月 20 日 (金) 午後 

会 場 対面とオンライン併用 （※対面会場：ちよだプラットフォームスクウェア） 

 

＜プログラム＞ ※対面式の受付：12：30～13：00 会場にて受け付けます。 

招待講演：     13：00～14：40  （100 分間 質疑応答含む） 

『小林製薬の紅麹事件と雪印乳飲料食中毒事件と消費者の安全』 
講 師：  中嶋 洋介 氏 一般社団法人品質と安全文化フォーラム 代表理事    

【講師からのメッセージ】  

本年 3 月 22 日、小林製薬は紅麹成分を含む健康食品を摂取した人に腎臓の病気が発症し、

死者が出ていることを公表、約 2 ヶ月前に病院からの報告を受けたが原因を特定できなかった

と説明した。この問題で 3 月 27 日に厚労省が食品衛生法に基づいて廃棄命令などの措置を取

るよう小林製薬に通知したことから、その後は連日のように新聞、TV などで報道され、大きな社

会問題となった。4 月 1 日、小林製薬は「ブベルル酸」が原因の可能性があると説明したが、どこ

から混入したかもわからないとしていた。 

そして、5 月 29 日、厚労省と国の研究機関は小林製薬の工場内の青かびが混入して「ブベル

ル酸」などが生成された可能性が高いと原因の調査結果を公表したのであるが、ここで問題に

なるのは「原因を究明したのは“生産管理を実施している企業”ではなく、“厚労省、公的機関”で

あったことである。この点は 2000 年に起きた雪印乳業の乳飲料食中毒事件に酷似していること

から、2 つの事件を比較しながら、紅麹事件への小林製薬の対応、企業経営の仕組み、役員・

従業員の対応などについて、小林製薬に何が欠けていたのかなどについて、報道から入手した

情報を手掛かりにして、皆さんと一緒に考えたいと思います。 

休憩 14：40～14：50  

シンポジウム講演   

『フードチェーンを繋ぐ共働共創な安全文化にするには』 
講師：  中井 正男 氏  

日本ハム株式会社 加工事業本部 管理統括部 品質保証室 室長 

【講師からのメッセージ】  

食品安全文化は、食品企業では企業理念や企業メッセージにこめられているのが実情です。

一方、社会はますます多様化しており、一つの企業だけで社会が求める安全文化に対応するこ

とは難しくなりつつあり、多様な価値観があるフードチェーン全体で共通の価値観をつなぎ、作り

上げていく「共働共創な安全文化に変わりつつあるのではないか？」と考えています。 

品質と安全文化フォーラム 
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14：50～17：00  参加者全員によるディスカッション                     司会 中嶋洋介  

 

◆ 懇親会・意見交換会 （※懇親会は対面式会場の近辺にて開催します。参加に予約は不要です） 

◇日 時  ： 2024 年 9 月 20 日(金)  セミナー終了後 17：30～19：30  

◇場 所  ： 会場は当日 原島事務局長よりご連絡します。 『鍛冶屋文蔵 神田錦町店』ほか 

◇参加費 ： ￥4,000-前後の割り勘となります。※ご希望により「居酒屋の領収書」発行してもらいます 

 

◆ 第 187 回 SRM 安全文化セミナーの参加申し込みについて (Rev1) 
１．定員 約 ４５名   （※なお、対面式会議室は約 15 名までとなります） 

２．申込受付期限 2024 年 9 月 17 日（火）まで 

３．参加費 

 法人メンバー  ： 

※年間参加費を一括前払

で参加する法人から参加

する個人 

 

① 年間参加費  ￥126,500- (※1 名・月の年間参加費の前払い金額) 

② 2 人目以降    ￥8,800-/名・回 

③ 法人向け請求書、領収書を発行/インボイス制度準拠 

対象となる法人：企業・生協などの実業・指導啓蒙を行う適格な法人 

(※過去に不適切な対応があった NPO,社団などは対象外とする) 

一般法人  ： 

※適格な法人が参加費を

負担して参加する個人 

①参加費   ： ￥11,000-/人・回 

② 所属法人向請求書・領収書を発行/インボイス制度準拠 

対象となる個人：適格な法人に所属する個人  

(※過去に不適切な対応があった NPO,社団などは対象外とする) 

特別個人： 

※個人が参加費を負担して 

参加する個人 

①参加費   ： ￥ 5,500-/人・回 

②個人向に請求書・領収書を発行 

①企業、団体に所属しない個人(退職者ほか)の参加者 

②法人に所属する場合でも、「個人負担」で参加する場合 

４．申込方法 申込書に必要事項を記入の上、E-mail、FAX にてお申込み下さい。 

E-mail： nick.nakashima@rrqc-forum.or.jp 

FAX ：  03-3852-5239 

５．参加費の支払い 銀行振込にてお願い致します  

６．参加方法 対面式とオンラインの併用（ハイブリット方式） 

※参加者全員に「オンライン URL 招待状」を送付します。 

７．配布資料  『データ便、ご指定メールほか』でお送りします。 

※アップロード、SECURE 便などご指定の送付方法をご連絡下さい。 

８．キャンセル 

 及び返金と請求 

セミナー開催日の前日までに、メールにて、ご連絡下さい。 

◇開催日当日のキャンセルは、参加費の 50％をお支払いいただきます 

９．お問合せ ご不明な点は、中嶋(090-7215-5969)宛に、お問い合わせください。 
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◆セミナーの運営ルールについて（改訂 Rev.4 2024 年 3 月 21 日付） 

【運営ルール 1】 

ディスカッシ

ョンの内容は

他言無用 

当セミナーは参加者の自由なディスカッションを原則として運営しており、参

加者の発言は個人の自由な考えに基づくもので、企業の公式な発言ではあ

りません。従って、議論した内容及び参加者各人の発言、誰がどの様な話を

したかなどについては他言無用とします。また、セミナー参加者が所属法人

内で報告する場合、セミナーの参加者、事務局、主催者の名誉・利益を損な

わない配慮を求めます。 

【運営ルール 2】 

セミナー講演

資料の著作権・

知的財産権の

保護、尊重 
 

セミナーの参加者には、セミナーの講演資料の著作権を尊重し、保護するた

めの配慮を求めます。また、セミナーの講演の配布資料を所属法人内に配布

する場合、講演者の知的財産権を侵害することがないよう、配布先を限定、

人数を限定することを求めます。 

 また、セミナーの参加者が講演者の著作権を侵害する恐れ、トラブルを引き

起こす恐れがあると事務局が判断した場合、当該セミナー参加者に対し「警

告を発し」、参加者の所属法人内での配布数量を限定することができるものと

する。なお、当該参加者が事務局の指示を無視した場合には違反した当該

参加者に対し損害賠償請求ができるものとする。 

 なお、過去のセミナーでの配布資料を入手したいとセミナー参加者から求め

られた場合には、当該資料の著作権者の許可が得られた場合にのみ、事務

局は実費にて当該講演資料を供与できるものとする。 

【運営ルール 3】 

発 言 の 修 正 

撤回  

セミナー参加者がセミナー内での発言を撤回、修正したいと意図する場合に

は、当該参加者は「発言内容を撤回、修正する旨の文書」を準備して、事務

局に他の参加者に配布することを求めることができる。 この場合、事務局は

誠実に対応するが、撤回・修正には責任を負えないことを理解して頂く必要

がある。 

【運営ルール 4】 

セミナー開催

時の営業活動

の禁止  

当セミナーにおいては、セミナー参加者には営業活動と看做される行為を原

則禁止とします。なお、セミナーでは講演者が講演者の事業・商品について

説明することを妨げないとし、また講演についての議論の中で話題となった事

業の説明が必要に なった場合には例外的に認めることとする。 

【運営ルール 5】 

看做規定  

当セミナーの参加者は上記の運営ルールを承認しているものと看做し、

参加者はセミナー開催中には事務局の指示に従うものとします。 

(参加者の看做規定) 

 

◆対面式セミナー会場 

『ちよだプラットフォームスクウェア』 
住所 ： 〒101-0054 東京都千代田区神田錦町 3‐21  

TEL ： 03-3233-1511 / FAX：03-3233-1501  ※会議室はすべて本館にあります。 

➊竹橋駅(東西線) 3b KKR ホテル東京玄関前出口より徒歩 4 分 

❷神保町駅(三田線・新宿線・半蔵門線) A9 出口より徒歩 7 分 

❸大手町駅(三田線・千代田線・半蔵門線・丸の内線) C2b 出口より徒歩 8 分 

❹小川町駅(新宿線・千代田線) B7 出口より徒歩 8 分 

❺JR 神田駅 西口出口・出世不動通りより徒歩 12 分 
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◆次回 10 月 18 日(金)『第 188 回 SRM 安全文化セミナー 』 

招待講演：  13：00～14：40 （100 分間 質疑応答含む） 

テーマ 『(仮題) アイリスオーヤマの歩んだ道と事業  
          ～ アイリスオーヤマと消費者指向主義～』 

講  師 大泉 宏明 氏 アイリスオーヤマ株式会社  品質管理本部 参与  

シンポジウム講演：  14：40～16:30 （100 分間 質疑応答含む） 

テーマ 『(仮題)  設計のヒューマンエラーとその防止策 

～ 設計、計画、管理のダブルチェック ～ 』 

講師 

 
中田 亨 先生 産業技術総合研究所 

中央大学大学院理工学研究科 客員教授 

佐々木 哲美 氏 ㈱建設技術研究所 技術本部品質環境安全管理部  

統括安全管理マネージャー 

 

 

ちよだプラットホーム 

スクウェア本館 

中嶋 洋介 https://nicknksm.jp/ 
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